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～海上自衛隊の体制を中心に～
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海上自衛隊の海洋観測体制
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昭和29年 海上自衛隊発足当初から海洋観測を開始

昭和44年 海洋業務隊新編、海洋観測艦「あかし」就役

    組織的な海洋観測，分析業務を開始

昭和55年 海洋業務群

平成27年 海洋業務・対潜支援群に改編

あかし写真出典：Wikiペディア
(もともとは防衛省ウェブサイト)



現在の海上自衛隊の海洋観測艦

わかさ

しょうなん

にちなん

写真出典：海洋業務・対潜支援群ウェブサイト 3



海中の音のふるまいを知る
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音速 ＝ f（水温、塩分、圧力）

水温

音速

塩分

出典：音速計算は、http://www.tsuchiya2.org/による。



海中の音のふるまいを知る ～音速以外～
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海底地質

海底地形

出典：第11管区海上保安本部

海中雑音

出典：海と日本PROJECT in 鹿児島

鉄砲エビ



データ解析・予報 ～対潜資料隊～
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対潜資料隊

海洋観測艦

艦艇、航空機

気象庁

海上保安庁

米海軍

司令部

艦艇、航空機

海洋データ

海況予報
音波伝搬予報

各種資料

水産研究
・教育機構

データの解析
数値モデルの運用



観測データと数値モデルの融合（データ同化）
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• 計算格子上に、時
空間的に規則正し
く出力

• 正しい値とは限ら
ない

• 時空間的にばら
ばら、疎密あり

• 観測誤差がなけ
れば、一般的に正
しい値

数値モデル観測データ

適切な融合

より正確な計算結果



海況予報（海の天気予報） → 音波伝搬予報など
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海況予報
海中の音速を計算

出典：The University of MAINE ウェブサイト

音波伝搬予報

出典：いであ（株）ウェブサイト

漂流予報



海上保安庁 海洋情報部との協力
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大陸棚調査

出典：令和4年1月6日 海上保安庁ニュースリリース



海上保安庁 海洋情報部、JODCとの協力

海上自衛隊
海洋業務・対潜支援群

10
出典：JODCニュースレター

海洋観測資料



気象庁 気象研究所との協力
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• 気象研究所から、海況予報モデルの貸与

• 対潜資料隊から、データ同化パラメータの提供

海上自衛隊
海洋業務・対潜支援群

数値モデルの技術

出典：防衛省ウェブサイト



日本の海洋調査船等の現状

12出典：内閣府総合海洋政策推進事務局「海洋レポート」



日本の海洋調査の現状

13出典：内閣府総合海洋政策推進事務局「海洋レポート」

令和6年は予定



海洋環境を把握する上での課題
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• 省庁間の協力は行われているが、密接な連携は限定的

• 海洋観測データを増やすには、現状の調査船では不十分

• 省庁間協力の一層の推進 ！

• 重要な技術等は国家プロジェクトに ！

• 無人機の積極的な活用と体制作りを ！



国内で活躍中の水上無人機

15

フランス製

マルチビーム
測量のイメージ

出典： 株式会社オーシャンウィングス ウェブサイト

今ある技術を活用 ！



海底ケーブル切断

16出典：読売新聞オンライン、東洋経済ONLINE



海底ケーブルマップ
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出典：Submarine Cable Map ウェブサイト

千葉県千倉、三重県志摩か
らは、十数本のケーブルが
敷設されている。



ありがとうございました。
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